




















































は作品展示の都合上、B0 程度（タテ 80〜146cm ×ヨコ
80〜146cm）と定めた。
３．募集期間と広報活動






































































4年生が 12 件（16.7％）、「混合学年」が 11 件（15.3％）、
























































10 月 24 日〜 12 月 16 日まで展示された。今年は、11 月




No. 受賞名 学年 応募形式 作品のタイトル
1 最優秀賞 6 個人 校区安全マップ




4 5 個人 府中町の安心安全マップ水のゆくえ




7 4 個人 安全を見守るカメラ
8 1 個人 わたしのすむまち南福西町あんぜんMAP
9 4 個人 グラグラマップ―地震にそなえる安全安心マップ―
10 4 個人 地域安全マップ



























































図）、「子ども 110 番の家」が 28 件（52.8％）、次いで「避









































































































過去 9回で 1点の応募もなかった県のうち、新たに 4県
から応募があり、応募地域には広がりが認められた。そ
して、8名の審査委員による厳正なる審査の結果、入賞
作品 10 点が選出された。入賞作品をみると、多量の情
報を分かりやすく見やすくまとめる表現の工夫が高評価
のポイントとして挙げられた。また、応募代表者（保護
者）によるアンケート結果をみると、本コンテストを
知ったきっかけは 3分の 2が学校であるものの、残りは
ウェブサイトや口コミによるものであった。学校だけで
はなくウェブサイトや関連機関に対しても行っている地
道で継続的な広報活動が着実に実を結んでいることが示
された。地域の安全安心に関わる問題では、自然災害へ
の関心が高まっている状況が確認できた。また、安全安
心マップ作成の意義として、危険箇所や安全箇所の再確
認、意外な気づき、子どもの自律的な防災・防犯意識の
向上などが挙げられた。一方、マップ作成の問題点とし
て、情報共有や改善に向けた取り組みの必要性、テーマ
の妥当性、子どもと大人が一緒にマップを作成すること
の難しさなどが挙げられた。
最後に、示された課題から、マップコンテストが防災
意識向上の契機としてだけでなく、防災教育のあり方を
模索する研究者と、家庭や学校、地域の人々とをつなぐ
「コミュニケーションの場」としての機能も求められて
いることが示唆される。そこにこそ、当研究所が「地域
の安全安心マップコンテスト」を主催する意義があるの
ではないだろうか。そこで、そのようなコミュニケー
ションの場の 1つとして、応募者がどのような思いで
マップを作成し、審査委員がどのように受け止めたかが
分かるような、応募者によるコメントや審査委員による
寸評を盛り込んだリーフレットを刊行し、マップを作成
する際の参考に供する予定である。
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